
平成 25年 12月 5日 

石巻専修大学経営学部 関口ゼミ第 1期生 

 

春論テーマ 

『中心市街地活性化を問う』 

 

全国の地方都市に共通する課題として、中心市街地の衰退が取りあげられることが多く、

とりわけ東日本大震災の被災地域における指摘が多い。中心市街地の衰退を取りあげると

き、何をもって衰退とされているのかを明らかにする必要があるだろう。中心市街地を適

切に把握するインデックス（指数）のようなものを、様々な統計資料を基に作成し、デー

タに基づいて、客観的に中心市街地を捉えることから本テーマの論題解釈はスタートする。

客観的に中心市街地を捉えることができたら、各パート独自の切り口で問題を発見してほ

しい。 

中心市街地活性化（中活）に向けた取組は、国、基礎自治体（市町村）、民間団体、大学

などで行われているところだが、こうした取組がすべて正しいわけではないだろう。中心

市街地の客観的評価に基づいて建設的かつオリジナリティあふれる大胆な考察と提言を期

待する。 

 

 

論文提出期限（予定） 

最終提出：平成 26年 2月 28日（金） 

春合宿日程（予定） 

平成 26年 3月 7日（金）～3月 9日（日） 

 

 

評価方法（公共選択学会 学生の集いの規定を一部変更） 

論文・プレゼンテーション 

１． 【問題発見】 論題解釈のプロセスで、適切に独自の問題発見をすることができていたか？ 

２． 【説得力】 理論・実証・事例研究などにより、自分たちの考えを証明できていたか？ 

３． 【独創性】 考え方や分析方法などにおいてオリジナリティを発揮できていたか？ 

４． 【論理性】 論題解釈から結論まで論理は一貫していたか？ 

５． 【表現力】 プレゼンテーションはわかりやすく、理解を促すものであったか？ 

６． 【時間配分】 プレゼンテーションの時間配分は適切であったか？ 

 


